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あり，全 6 章で構成されている O
第 1 章は緒言であり，本研究の背景及び‘研究巨的について記述している。
第 2 章では， ビーム状部材挿入を想定した補強構造設計問題について，設計問題の定義及び設計手法構築の方策に
ついて記述している D 設計変数はトポロジー， レイアウト，部材断面形状及びす法であり，全設計変数を同時に決定
する設計問題を，各設計変数を個別に決定する部分設計問題に分離する手法を検討している。そこで，まず分離の際
に問題となるレイアウト設計と断面形状及び、寸法設計間の相関について検討し，その相互影響を考慮する必要性を記
述している O さらに， レイアウトと断面形状及びす法の相関が考慮できる設計手法を提案し，この手法により分離し
ても相関を考慮すれば設計変数全てを決定できることを示している。























(1) 想定する設計問題では，補強効果を重量増加に対する構造全体の剛性の増加の割合と定義している o ここで，
構造のトポロジー， レイアウト，断面形状及び断面寸法を設計変数とする必要があるが， これらを全て決定可
能な設計手法ならびにこれらの設計変数が有する相関を検討した例もほとんどな L 、。そこで， これらの設計変
数を全て決定可能とするために，全体の設計問題を部分設計問題に分離し，その相互影響を考慮可能とするこ



























ころが大き L 、。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める o
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